
43 

 

3 学習センター活動報告 

3.1 言語学習センター活動報告 

 

１．構成員 

 センター長（１名）、副センター長（1 名）、専任教員（1 名）、係員（1 名） 

学生チューター（計 29 名） 

 1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 
交換 

留学生 
院生 研究生 

科目等 

履修生 
合計 

前期 1 3 3 2 2 0 0 2 13 

後期 2 3 4 3 2 0 0 2 16 

 平成 30 年度は前期 13（日 8：※外 5）名、後期 16（日 11：※外 5）名のチューター

体制で運営した。 

※(外)は正規留学生、交換留学生を含めた外国人学生を意味する 

対応可能言語：英語・日本語・タイ語・ポルトガル語・スペイン語・フランス語・

タガログ語・ウォルフ語・中国語・マレー語（10 か国語）※今年度 4 月より、2 名

の日本語専属チューターを配属した。 

 

２．言語学習センターの活動目的 

(1) 学生に外国語を学ぶ最良の場を提供する。 

(2) 学生チューターが学生の自主学習の促進と学力向上をサポートする。 

(3) 学内外の語学学習者に異文化交流（理解）の機会を提供する。 

(4) CRLA(College Reading & Learning Association)の免状による ITTP

（International Tutor Training Program）修了証明書の取得によって学生（チュー

ター）の質の向上を目指すとともに、よりよい学習支援と学習環境開発を目指す。 

 

３．平成 30 年度言語学習センター利用状況 
 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 WS 合計 

2017 2334 0 14 489 512 322 482 180 545 4878 

2018 

実人数 
400 455 276 329 80 6 234 238 221 313 114  2666 

2018 

延べ人数 
726 1107 645 781 110 6 515 594 455 657 152 

355(前) 
6202 

99(後) 

(1)月別利用者数(平成 30 年 04 月 11 日～平成 31 年 02 月 08 日) 2017 年度との比較表 

 

 昨年度（2017 年度）の利用者合計と比較すると今年度は約 21%増なっている。内訳

（ここでは示されていない）によると、課題、特にリスニング（10％：181 名）とチュ
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ータリング（5％：131 名）の課題が増加していることが示されており、多読多聴の課題

等は連続して出題されることもあり、その結果すべての月で利用者が増加している。ワー

クショップに関しては、今回、初めてのチューターが個人で開催したり、宣伝が弱かった

り、時間割が利用者と合わないことなどがあり、昨年度と比較して減少している。昨年度

は、特にラテンアメリカ異文化 WS の参加者が約 130 名の参加者（一般参加も含め）が

あったため、異例な数字となっている。授業連携に関しては、前後期とも同様のバランス

でＬＬＣ活用課題が出題された。 

 英語および日本語以外の第二言語のチュータリングに関しては、中国語、スペイン語、

ポルトガル語、マレー語、の順に活用された。韓国語に関しては、韓国語担当チューター

が採用されていなかったため、利用されていない。中国語に関しては、授業連携による検

定書籍活用が多く見られた。 

 

(2)学年学科別 LLC 図書利用状況 (平成 30 年 4 月 11 日～平成 31 年 2 月 8 日) 

全図書数：4,384 冊 

 1 年

国 

1 年

看 

1 年

ス 

2 年

国 

2 年

看 

2 年

ス 

3 年

国 

3 年

看 

3 年

ス 

4 年

国 

4 年

看 

4 年

ス 

E 年

特 

合

計 

2017 684 2 2 38 4 1 22 0 2 11 0 0 28 794 

2018 1078 259 5 102 1 0 23 8 0 33 2 0 2 1513 

 LLC 図書の貸出し状況は、英語の課題としての多読図書の利用が多く、英語が必修の

一年次の利用が顕著に表れている。また、英語能力試験の図書利用も多いため、国際学群

の利用が多いのが特徴である。今後も学生のニーズ調査を行いながら、図書による自主学

習を推進させていく予定である. 

 

４．平成 30 年度授業連携 （添付資料参照） 

授業連携については、英語科目や第二外国語科目（日本語、スペイン語、中国語）との

連携があり、LLC 利用者の増加に大きく貢献した。詳細は以下の表の通りである。 

2018 年度 

授業連携

表 

講義数 課 題 種 類 

前

期 
後期 

ＴＲ 

（チュータリン

グ） 

リスニング ＤＶＤ 書籍 
活動 

ゲーム 

*その

他 

英 語 9 10 11 11 5 12 1 2 

第二外国

語 
4 5 8 1 0 0 0 1 

*「その他」には e ラーニングや自主学習等の課題を含んでいる。 

言語学習センターの平成 30 年度授業連携は英語が 8 名の教員による 19 クラス、第二

言語（日本語を含む）が教員 3 名の 9 クラスで、合計 1306 名を対象に実施した。結果

3562 名が実際に課題で言語学習センターを利用した。結果の数値が多い理由は、ひとつ

の課題にいくつかのタスクが課せられており、同じ学生が何度か利用したための利用者数

（延べ人数）である。課題にはチュータリング、視聴覚教材によりリスニングプラクティ

ス、および多読多聴などがあった。 
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５．チュータープロジェクト 

本学学生の外国語学習サポートなどを目的に、チューターが各自の得意分野や経験を活

かして、毎学期プロジェクトを企画・実施している。プロジェクトには、学生の外国語学

習を支援するワークショップと LLC の運営改善を目的にしたプロジェクトがある。今年

度はＬＬＣ運営改善のためのプロジェクト、外国語能力向上および異文化理解につながる

ワークショップなど、バランスよく実施された。特に後期に行われた IELTS や英検など

試験対策講座は高い評価を得、実際に実績につながったと参加した利用者の声もあった。

学生のニーズに反映しているワークショップはやはり成功するため、今後は、このように

ニーズの高いワークショップをどのように継続ワークショップとして引き継いでいくのか

が課題である。平成 30 年度に実施したプロジェクト（ワークショップを含む）は以下の

通りである。 

 

前期（計 6 プロジェクト） 

① セクションワークマニュアル作りプロジェクト 

② 基礎から学ぶ英語  

③ みんなで English 会話 

④ ラテンアメリカワークショップ 

⑤ 中華文化ワークショップ 

⑥ 日本で生活するための 5 つのコツ 

 

後期（計 8 プロジェクト 

① スコアスクール IELTS 試験対策 

② LLC 過去データのデジタル化プロジェクト 

③ 英文法のワークショップ 

④ LLC パンフレット作成プロジェクト 

⑤ 教室で世界を知る(異文化理解) 

⑥ LLC プロモーションビデオ制作プロジェクト 

⑦ 英検 2 級面接対策 

⑧ 日本語専属チューター活動報告  

 

６.チューター育成について 

(1)チュータートレーニング 

LLC では、チューター技術向上のために、米国 CRLA(College Reading & Learning 

Association)による ITTPC(International Tutor Training Program Certificate)国際チ

ューター育成プログラムを導入し、毎週一回（2 時間）トレーニングを開催している。

トレーニングの内容は次のとおりである。 

（レベルは初級レベルから L1＝レベル１・L2＝レベル２・L3=レベル３となる） 

前学期  

回 日時 トレーニングの表題 

集中研修会 4 月 3 日 1. Definition of Tutoring & Tutor Responsibilities (L1)  
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2. Basic Tutoring Guidelines Do’s and Don’ts (L1) 

3. Techniques for Successful Beginning & Ending a 

Tutoring Session (L1) 

4. Identifying & Using Resources (L2) 

[New Tutors] 

★CRLA Criteria and LLC Tasks 

★How to prepare for a training session [Experienced 

Tutors] 

5. Training & Supervising other tutors (L3) 

第 1 回 4 月 13 日 6. Assertiveness and/or Difficult Students (L1) 

第 2 回 4 月 20 日 7. The Role of Learning Centers in Higher Education 

(L3). 

第 3 回 4 月 27 日 8. Setting Goals/Planning (L1)★Orientation for 

Workshop 

第 4 回 5 月 11 日 

9. Role Modeling (L1) [ New Tutors] 

10. How to Tutor/Deal with Target Population (L3) 

[Experienced Tutors] 

第 5 回 5 月 18 日 CRLA プロジェクト案 発表会 

第 6 回 5 月 25 日 11. Referral Skills (L1)★How to write abstracts 

第 7 回 6 月 1 日 12. Group Management (L3) 

第 8 回 6 月 8 日 13. Communication Skills (L1) 

第 9 回 6 月 15 日 14.Tutoring in Specific Skills / Subject Area (L2) 

第 10 回 6 月 22 日 15.Use of Probing Questions 

第 11 回 6 月 29 日 新チューター選出会議（平成 30 年度後期） 

第 12 回 7 月 6 日 
16.Cultural Awareness and Inter-Cultural 

Communication (L2) 

第 13 回 7 月 13 日 CRLA プロジェクト発表会リハーサル 

第 14 回 7 月 20 日 CRLA プロジェクト発表会 

第 15 回 7 月 27 日 
Summary for the Semester ( Tutor’s feedback & 

Professors’ feedback ) 

 

後学期 

回 日時 トレーニングの表題 

集中研修会 9 月 25 日 

1. Definition of Tutoring & Tutor Responsibilities (L1)  

2. Techniques for Successful Beginning & Ending a 

Tutoring Session (L1) 

3. Basic Tutoring Guidelines Do’s and Don’ts (L1) 

4. Identifying & Using Resources (L2) 

5. Training & Supervising other tutors (L3) 
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第 1 回 9 月 28 日 6. Assertiveness and/or Difficult Students (L1) 

第 2 回 10 月 12 日 

7. Setting Goals/Planning (L1) 

★Orientation for Workshop 

CRLA Criteria / How to prepare for training sessions 

第 3 回 10 月 19 日 8. Role Modeling (L1) 

第 4 回 10 月 26 日 CRLA Project Proposal 

第 5 回 11 月 02 日 9.Group Management(L3) 

第 6 回 11 月 09 日 10. Referral Skills (L1) 

第 7 回 11 月 16 日 
11. Communication Skills (L1) 

12. How to Tutor/Deal with Target Population (L3) 

第 8 回 11 月 20 日 13.Tutoring in Specific Skills / Subject Area (L2) 

第 9 回 12 月 07 日 14. Use of Probing Questions(L2) 

第 10 回 12 月 14 日 15. The Role of Learning Centers in Higher Education 

(L3). 

第 11 回 12 月 21 日 新チューター選出会議（平成 31 年度前期） 

第 12 回 1 月 11 日 
16.Cultural Awareness and Inter-Cultural 

Communication (L2) 

第 13 回 1 月 25 日 CRLA プロジェクト発表会リハーサル 

第 14 回 2 月 1 日 CRLA プロジェクト発表会 

第 15 回 2 月 8 日 
Summary for the Semester ( Tutor’s feedback & 

Professors’ feedback ) 

 

(2)チューター評価 

 チュータートレーニングの一環として、以下の三つの評価を行った。 

➢ チュータリングの評価 

チューター同士がお互いのチュータリングを評価し、良い点や改善点を指摘する。

学期に三回実施した。 

➢ チューター自己評価および他者評価面接 

教員とのチューター評価面接を各学期に実施（前期 3 回・後期 2 回）した。 

➢ チュータリングを受けた学生からの評価 

チュータリングを受けた学生から、チュータリングについての評価。チューターは最低 5

名以上の利用者からチュータリングに関しての評価をうけた。 

 

７．CRLA によるチュータートレーニングプログラム修了証明書（ITTPC）取得者数 

 マスター(L3) アドバンス(L2) サーティファイド(L1) 取得者合計 

Ｈ30 前期 2 4 6 12 

Ｈ30 後期 2 5 7 13 

H30 年度 4 9 13 25 

*全体合計 45 98 181 324 
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*平成 14 度後期から平成 30 年度後期までの間に、合計 324 人の学生が修了証明書を取得

した（マスター45 名、アドバンス 98 名、サーティファイド 181 名）。 

 

８．新企画活動報告 

①日本語専属チューター２名の採用 

今年度 4 月より、日本語学習者（留学生）を対象とする日本語専属チューターの

採用を実施した。応募資格は、日本語教師を目指す学生で日本語を副専攻とする科

目の 3 分の 2 を単位取得している学生としたため、3 年次あるいは 4 年次の学生の

応募となる。また、日本語専属チューターは、ＬＬＣ運営に関与せず、ＣＲＬＡ証

明書取得についても、オプションとなる通常のチューターと異なった制度となる。

前期は初の試みということもあり、卒業生（科目等履修生）1 名と 4 年次 1 名を採

用し、日本語チューターシステムの基礎を構築しながら、実践を行った。日本語教

員および国際交流センターとの連携をうまく活用し、今まで以上に多くの留学生の

利用者を得ることができた。試行錯誤しながらも後期はチュータリングおよびワー

クショップ共に多くの留学生支援をおこなうことができ、今後につなげることがで

きた。 

  ② オンライン予約トライアル実施（チューター作成） 

 今年度 4 月～11 月中旬 マスターチューターによるオンライン予約システム作

成およびトライアルを実施した。Google のアプリを使用し、ＬＬＣのホームペー

ジからアクセスする形をとったが、専門のサポートがなかったため、ダブルブロッ

キングが何度か生じたことから、後期の半ばで中止とした。アイデアと実践する態

度は高く評価したいところであるが、専門家のサポートを得られなかったことは今

後の課題となる。 

  ③ リーダーによる新規応募者事前面接の開始 

   今年度後期新チューター採用の際、リーダーたちの事前面接をすることで、学

生の目線から申請者にＬＬＣの業務を分かりやすく伝えること、および申請者の

適正を確認することがチューターリーダーたちから提案され、実施した。申請者

は、まず 3 名のリーダーのうち 1 名と予約面談し、ＬＬＣの業務と申請者の予め

の質問（があれば）に回答する。その後、申請者がＬＬＣに申請したい気持ちが

あれば、専任教員と面接をし、チューター申請手続きを進めていくという形をと

った。申請者が事前にＬＬＣ業務の情報を知る事で、心構えできることと、リー

ダーたち（学生の立場で）申請者をサポートできる良い結果を得ているため、今

後も継続する。 

  ④ 英文アブストラクト確認支援チュータリング 

 昨年度トライアルにてＬＬＣでの卒論英文アブストラクトの英文法チェック支援

が始まり、今年度は本番となった。論文自体執筆経験のないチューターがほとんど

であるため、英文法の確認とアブストラクトの流れを、資料を基に確認することを

中心とした支援を行ったが、卒論アブストラクト作成は完成最後に行う作業である

ため、英文アブストラクトの確認のための利用者が、学期末の最後の 1 週間に殺到

することになり、チューター達がとまどうことが多かった。今後、ＬＬＣで効果的
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な支援を進めるためには、4 年次（ゼミ）担当教員と話し合い、どの程度までをＬ

ＬＣで確認すべきか、また、いつごろまでにどのくらいの人数が来る予定かなどの

情報共有を確定することで、スムーズな支援が可能かと考える。 

⑤ チューターミーティング（30 分）の導入について 

今年度、マスターチューターより、チューター同士のコミュニケーションや情報

共有がうまく言っていないため、チューター達のみの情報共有あるいは意見交換で

きる話し合い時間がほしいとの要望があった。そのため、定例集会の残り 30 分間

を、監督者としてスタッフおよび教員がバックオフィスに待機する形でみまもり、

チューター達のみの話し合い（30 分間）を定例ミーティングとして実施した。初

めてだったことや時間配分の問題もあり、実際には合計 15 回（前期 9 回・後期 6

回）ほど実施となった。結果として見えてきたことは、チューター同士の話し合い

を正直に話し合える場を設けたことで、チューター間の一致が増したように思う。

しかしながら、始めたばかりなので、大きな結果は今後期待したいところである。 

 

９．その他の活動 

4 月：LLC チューターオリエンテーション（3 日）  

新入生ガイダンス（3 日～9 日）ＬＬＣの紹介 

5 月：第一回チューター評価面接（1 日～18 日） 

 プロジェクト案 発表会（18 日） 

 プロジェクト実施（5 月 21 日～7 月 6 日） 

6 月：チューター公募期間（5 日～22 日） 

第一回オープンキャンパス参加（9 日） 

チューター選考会議（29 日） 

7 月：第二回チューター評価面接（2 日～12 日） 

LLC 前期プロジェクト発表会（20 日） 

8 月：第二回オープンキャンパス参加（11 日） 

9 月：LLC チューターオリエンテーション（25 日） 

10 月：ASC 主催公開シンポジウム「大学におけるピア・ラーニングの方法と実践」 

シンポジウムへの招聘（20 日） 

開催地：神田外語大学（千葉県） 

参加者：笠村淳子 LLC 専任教員 

    永田龍斗(LLC チューター長 3 年次) 

ジョップ・パパ・ムサ(LLC マスターチューター４年次) 

プロジェクト案 発表会（26 日） 

プロジェクト実施(29 日～1 月 17 日) 

11 月：第一回チューター評価面接（6 日～16 日） 

       琉球大学視察者学生 6 名、教職員 2 名対応（7 日） 

    朝日大学視察者 1 名対応（16 日） 

    大手門大学視察者対応（19 日） 

12 月：チューター公募期間（4 日～14 日） 
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    チューター選考会議（21 日） 

    帝京大学視察者 6 名対応（21 日） 

1 月：第二回チューター評価面接（7 日～17 日）   

    明石工業高等専門学校視察者 1 名対応（21 日） 

2 月：LLC 後期プロジェクト発表会（1 日） 

   琉球大学 當間千夏先生 LLC プロジェクト発表会見学（1 日） 

福岡女子大学視察者 教職員 2 名、学生 1 名対応（26 日） 

 

以上 

 

備考：琉球大学では、12 月に学生チューターシステム GCC（グローバルコモンズコンシ

ェルジュ）が立ち上がった。3 年前本学勤務であった山里絹子先生の繋がりから、琉球大

学で学生支援システムを考案しており、LLC には何度か視察訪問していた。11 月 7 日に

は学生同士の交流も実現し、その後すぐに GCC スタートとなった。今後は、学生チュー

ター同士の交流やトレーニングなどを計画予定である。 
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3.2 数理学習センター活動報告 
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3.3 ライティングセンター活動報告 

１）MWC の目標 

 センターは、全学学生・教職員を対象とし、多様な領域にまたがる文章の論理的構造の

理解と論文作成法の習得を支援することで、個々の発信力を強め、学術的文章を書く力を

育てることを目的とする。（センター規定より） 

 

２）MWC の活動 

（1） 学部・大学院生チューターの育成と指導およびチューター業務監督 

（2） アカデミックライティング科目のコーディネートと関連科目・組織との連携 

（3） タームペーパーの指導法と開発およびコンサルティング 

（4） 文章力・論文執筆向上に係る授業方法指導・開発 

（5） その他目的達成に必要と認められる活動 （センター規定より） 

 

３）MWC 構成員 

 ・センター長：奥本正（スポーツ健康学科）、副センター長：与那覇恵子（国際学群） 

  センター専任教員：真喜屋美樹（リベラルアーツ機構）、センター職員：平良翔 

 ・チューター：前期 16名、後期 17名 

 

４）主な活動内容 

月 活動内容 月 活動内容 

4 月  10 月  

5 月 新人研修会（13 日） 11 月 新人研修会（4 日） 

高校生対象小論文講座（11 日） 

ワークショップ（ビジネスメー

ル）（21 日） 

6 月 オープンキャンパス（9 日） 

ワークショップ（小論文とレポートの

違い）（14・15 日） 

12 月 ワークショップ（大学と人生）

（17・21 日） 

7 月 ワークショップ（小論文とレポートの

違い）（3 日） 

1 月  

8 月 オープンキャンパス（11 日） 2 月 平成 30 年度ライティングセンター

報告会（8 日） 
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月 早稲田大学ライティングセンター

合同研修会（19 日） 

9 月  3 月  

 

５）センター利用状況（チュータリング回数） 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11月 12月 1月 2 月 合計 

H30 4 43 65 136 4 0 0 3 56 24 0 330 

※H29 年度：358回、H28年度：241回 

 

６）連携授業 

 前学期：アカデミックライティング I、大学と人生 

 後学期：アカデミックライティング I（Rクラス）、大学と人生、体育・スポーツ史、

文学、沖縄の文学 

 

７）学内・学外者対象のワークショップ・講座 

1. ワークショップ 

①レポートと小論文の違いって何？ 

目的：レポートと小論文の違いを理解し、レポート課題に活かす 

日時：6月 14日、15 日、7月 3日 

参加者数：計 33名 

 

②ビジネスメールの書き方 

目的：就職活動前に正しいビジネスメールの書き方を理解するため 

日時：11月 21日 

参加者：9名 

 

③大学と人生のレポート対策 

目的：タームペーパーの質の向上、アカデミックライティング Iの内容の復習 

   課題提出前の MWCの予約混雑の緩和 

日時：12月 17日、21日 
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参加人数：計 4人 

 

2. 高校生対象小論文講座 

目的：地域の高校生に小論文の書き方を理解してもらう 

日時：11月 10日（土）9：00～16：00（1回 240分の講座を 3回実施） 

参加人数：29名（宜野座高校：5名、名護商工高校：1名、名護高校：19名、辺土名

高校：1名、北部農林高校：3名） 

内容：小論文の書き方に関する座学、小論文の執筆、チュータリング 

もう少し早い時期にやってほしいとの希望があったため、次年度は早めの時期に実施

できるように検討する。 

 

８）チューター研修会 

 今年度は前期に 1回、後期に 1回のチューター研修会を行った。主に新人チューターを

対象にセンターの目的、活動内容を説明し、実際のチュータリング体験を行った。また、

2 月 19日は早稲田大学ライティングセンターの講師を招き研修会を実施した。早稲田大

学のセンターの状況やチュータリング方法について説明があり、後半はチュータリングを

行い、その内容について講評をいただいた。普段できない体験ができ、今後のチュータリ

ングに非常に参考なる研修会であった。次年度もぜひ実施していきたい。 

 

９）チューターミーティング 

 センター開館期間中に週 1回チューターミーティングを実施した。前期は月曜日の 6

限、後期は火曜日の 6 限に実施した。内容は前半はセンターに関する議題や報告を行い、

後半はチュータートレーニング（勉強会）を行った。後期は 17回チューターミーティン

グを実施した。後期の勉強会は先輩チューター（13 名）がチュータリングの経験談を一

人 10－15分で話し、その内容について質問した。チューターが悩んでいる点や困った点

などが共有でき今後のチュータリングに生かすことできた。 

 

10）係活動 

1. 企画・広報 

企画係は主にワークショップや学外向け講座の資料を作成した。また日程の調整や

人員の調整を行った。 

広報係は企画した講座の宣伝を行った。Twitterや LINE等の SNSを利用した告知、

ポスターの作成、ニュースレターの作成等を行った。 

2. 統計係 
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チュータリング記録を Googleフォームを利用して行った。また、センター利用者

も利用者アンケートを Googleフォームで実施し、電子化を行った。また、センターの

資料を Googleドライブに保存し、資料作成や情報共有を円滑化した。また、チャット

ソフトの Slackを用いてセンター内の連絡を行った。 

3. 会計係 

会計係は出面表の確認と、時間外での出勤時間の把握を行った。 

4. 物品係 

物品係はセンターで必要な物品の購入や物品の管理を行った。また、センターで購

入している新聞の管理やセンター内備品のリスト作成を行った。 

5. 育成係 

育成係は新人チューターの育成プログラムをセンター長と相談しながら、プログラ

ムを作成した。 

 

11) 新人チューター育成 

 これまでも新人チューターの育成は行っていたが、試行錯誤の状態で行っており、プロ

グラム化されていなかった。そのため、後期から新人チューター育成プログラムを作成

し、それに基づいて新人チューターの育成を行った。 

  

 新人チューターの育成のゴールは自らの力でチュータリングができるようになるとし

た。また、育成方針や育成内容は随時センター長と相談し、基本的には既存チューターが

新人チューターを育成するシステムとした。 

 育成する内容は①文章能力、②文章診断能力、③チュータリング能力の３つとした。 

 

育成する能力 実施内容 

文章能力 課題図書を読み、その要約文を作成する 

文書診断能力 正誤問題、文章診断 

チュータリング

能力 

 チュータリング見学（録音、録画を含む）（5回以上） 

 ロールプレイ：チューターを相手にチュータリングを行う 

 実地研修（5回以上）：実際に 45分間のチュータリングを

実施する。 

 独り立ち審査：学生（リーダー、副リーダー、育成係）と

センター長が審査員となり審査した。 
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総評 

 今年度は利用者数が昨年度より若干減少した。これは、連携授業のレポート提出方法が

変更になったためと思われる。特に、後期のセンター利用に関しては課題を残した。これ

までの統計はチュータリング回数のみをカウントしていたが、次年度からは関連図書や新

聞購読、レポートの書式設定方法などの質問等でセンターを訪問する学生もカウントする

ように改善し、センターを利用した人数を詳細に検討する。 

 今年度は 5月からセンター専任教員がセンター業務から外れるようになった。センター

運営に支障がないようにライティングセンター運営委員の先生が輪番でセンターに入り対

応した。各先生方の協力もあり、なんとかセンター運営を維持することができた。また、

新人チューターの育成プログラムも作成し、それに基づいて新人チューターの育成を実施

した。改善点も見つかったので、次年度のチューター育成では改良して運用していきた

い。 

 他大学との合同研修会やセンター報告会など今年度初めて実施した。教員は実施の提案

を行ったあとは、チューターが中心になって実施に向けて準備し、開催した。問題点もあ

ったがおおむね好評であった。ただ、報告会の参加者が少なかったのは今後の課題であっ

た。 

 次年度はこれまでのセンターの活動に加え、推薦入試合格者への入学前学習や入学者の

学習困難者のサポートについてもライティングセンターで何ができるのかを検討していき

たい。 

（文責・ライティングセンター長 奥本正） 

 

  


